








 

糖尿病合併妊娠の管理は,周産期医学の進歩とも合せ,毎年少しずつ変化している。1976 年

以降,当科での糖尿病合併妊娠の管理は,血糖値の日内変動のコントロールを中心に行われ

るようになり,それまでの経口糖負荷試験の値を重視する管理法から大きく変るものにな

った。そこで,糖尿病合併妊娠において,児の予後を改善するために,①母体血糖値のコント

ロール基準の設定,②有効な胎児・胎盤系機能検査の確立,の 2点を目的に以下の検討を行

った。 


